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　1997年・2003年・2010年に発生した豊後水道長期的スロースリップイベント（Long-term slow slip

event, L-SSE）に関しては、なめらかさを拘束条件とした先行研究によって、すべりの中心は3回ともほぼ同じ

場所で、すべりの中心から外側へむかって緩やかに変化するすべり域が推定されている[e.g., Yoshioka et al.,

2015]。このL-SSE領域の浅部延長上では、過去に1946年南海地震（M8.0）や1968年日向灘地震（M7.5）が

発生している。一方深部では、繰り返し間隔・継続期間ともにL-SSEより短いETS（episodic tremor and

slip）と呼ばれる異なる時間的特徴を示すスロー地震が起きている。これら一連の現象は全て、フィリピン海

プレートの沈み込みに伴って発生すると考えられており、プレート境界面上での地震発生メカニズムを理解す

るうえで、L-SSEとの位置関係を正確に把握することは非常に重要である。 

　本研究では、豊後水道L-SSEのすべり分布をより詳細に調べるため、スパースモデリングの一種である

generalized fused lasso（一般化結合正則化）[Tibshirani et al., 2005]を用いた。Yoshioka et al. [2015]の観

測データを用いてインバージョン解析を行ったところ、すべり域内部ですべり量が急変する不連続な境界があ

ることが明らかになった。また、すべり域の浅部境界も、これまでよりも大きな空間勾配（急な空間変化）で

あることが示された。なお、いくつかの数値実験によって、すべり量の急な変化は、解析手法や観測点分布に

起因するものではないことを確認している。今回得られたL-SSEのすべり分布に見られる境界は、地震発生帯

の下限および深部低周波微動の上限の位置とほぼ一致していた。これらは、長期的SSE域の浅部延長上で起き

ている地震発生帯および深部延長上で発生しているETSに至る、異なる時間的特徴を持った様々な地震発生メ

カニズムの系統的な理解に役立つ重要な知見となり得る。講演では、2014年以降のデータを解析した結果に

ついても紹介する。
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